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1. 研 究 の背 景 と 目的

⑴ 高校 の体 育授 業 にお け る運 動 有 能感 の重 要 性

高 等 学校 の保 健 体 育科 は, 小 学校 か ら 12 年 間 の一 貫 した教 育課 程 の 中で , 全 て の児 童 生

徒 が 学 習 す る教 科 • 科 目 と して の最 終 段 階 の役 割 を担 うこ と とな る。 す な わ ち, この最終

段 階 で は, 体 を動 かす こ とを通 して , 動 き の獲 得 や 技 が で き る喜 び な どの各 領 域 特 有 の特

性 や 魅 力 を深 く味 わ うと ともに , 現 在 お よび 将 来 の 実 生 活 や 実 社 会 で 計 画 的 , 継 続 的 に運

動 や ス ポ ー ツ を実 践 す るた め の 資 質 ・能 力 を育 む 指 導 の 充 実 が 求 め られ て い る (文 部 科学

省 , 2019) 〇体 育 授 業 にお い て は , 生 徒 が 運 動 や ス ポ ー ツ の 楽 し さや 喜 び を 味 わ い , 生 涯

に わ た っ て継 続 して 取 り組 む こ とが で き る よ うに, 内発 的動 機 づ け を高 め る こ とが重 要 で

あ る と され て い る。

内発 的 動 機 づ け に 関 して , Deci  (1975) は , 「有 能 さ と 自己決 定感 」 の重 要 性 を示 して

い る。 この 「有 能 さ と 自己決 定 」 につ い て , 岡澤 (1998) は , 「有 能 に な りた い が た め に

自己決 定 す る」 とい う捉 えか ら, 体 育授 業 にお い て は , 有 能 さ, つ ま り運 動 に対 す る 自信

を高 め る こ とが重 要 で あ る と述 べ て い る。 この運 動 に対 す る 自信 と して , 岡澤 ら (1996)

は , 「運 動 有 能 感 」 とい う概 念 を示 して い る。 運 動 有 能 感 は , 運 動 が 上 手 に で き る とい う

自信 で あ る 「身 体 的 有 能 さの認 知 」, 努 力 や 練 習 をす れ ば運 動 が で き る よ うに な る とい う

自信 で あ る 「統 制 感 」, 仲 間や 教 師 か ら受 け入 れ られ て い る とい う自信 で あ る 「受 容 感 」

の 3 因子 か ら構 成 され る。

運 動 有 能 感 は , 運 動 の参 加 要 因 と関係 が深 い こ とが示 され て い る。 松 本 ら (2004) は ,

運 動 有 能 感 と運 動 参 加 に 関 して , 運 動 を好 む 者 は積 極 的 に運 動 に参 加 し,

有 能 感 に よ り, さ らに運 動 に取 り組 む よ うに な る と報 告 して い る。 ま た ,

い 生 徒 は, 低 い 生 徒 と比 較 して , 運 動 や ス ポ ー ツ に楽 し さを感 じて お り,

が 高 く, 授 業 内 で 積 極 的 な 学 習 参 加 が 見 られ る こ とが 報 告 され て い る

1998 ; 岡澤 ・馬 場 , 1998 ; 岡澤 ・三 上 , 1998) 〇以 上 よ り, 保 健 体 育 科 の 目標 を達 成 す る

上 で , 生 徒 の運 動 有 能 感 を高 め る こ とは重 要 で あ る と言 え る。 体 育授 業 の 実 践 的研 究 にお

い て は , 運 動 有 能 感 を高 め る こ とを企 図 した 実 践 お よび そ の有 効 性 が報 告 され て い る 併

上 ら, 2013 ; 上 江 洲 ら, 2011 ; 岡 澤 ら, 1999 ; 小 畑 ら, 2007 ; 小 畑 ら, 2009 ; 小 畑 ら,

2011 ; 北 見 ら, 2008 ; 新 冨 ら, 2010 ; 山本 ら, 2012) 〇 しか し, これ らの研 究 は , 小 ・中

学 生 を対 象 と して行 われ た もの で あ り, 高校 生 を対 象 と した 実践 的研 究 は, 極 め て少 な い

現 状 に あ る。 高校 生 の発 達 段 階や 学 習 内容 を考 慮 す る と, 小 ・中学 校 で有 効 性 が検 証 され
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た方 法 が , 高校 の体 育授 業 にお い て も同様 に効 果 を発 揮 す るか ど うか は 明 らか で は な い。

運 動 有 能 感 は , 小 学 生 か ら中学 生 , そ して 高 校 生 へ と加 齢 に伴 っ て低 下 す る傾 向 が あ るこ

とが確 認 され て い る ( 岡澤 ら, 1996 ; 岡澤 ・辻 , 1998) 〇 岡澤 ・辻 (1998) に よれ ば , 年

齢 の低 い段 階 で は , 活 動 した こ とに対 して個 人 の努 力 や 進 歩 を評 価 す るが , 徐 々 に結 果 重

視 の相 対 的 能 力 評 価 に移 行 し, 努 力 して もで き な い とい う認 知 が形 成 され る こ とが低 下の

原 因 で あ る と され て い る。 これ らを踏 ま え る と, 高校 の体 育授 業 にお い て, 小 • 中学 校 で

積 み 重 ね られ て きた 実 践 研 究 を参 考 に, 運 動 有 能 感 の 向上 を企 図 した授 業 を実 践 し, そ の

効 果 を検 証 す る こ との重 要 性 は高 い。

⑵ 高校 の体 育授 業 にお け る長 距 離 走 の授 業 改 善 の重 要 性

高 校 の 体 育授 業 にお い て は , 生 徒 や 学 校 の 実 態 に応 じて運 動 種 目が選 択 され るが , 中で

も 「長 距 離 走 」 は , 多 くの 学 校 で 実 施 され て い る。 松 本 ら (2024) は, 全 国 の 高校 の うち

68% の学 校 が , い ず れ か の 学 年 で長 距 離 走 の授 業 を必 修 と して行 っ て い る こ とを 明 らかに

して い る。 しか し, 長 距 離 走 は, 苦 手 意 識 を持 た れ や す く, 生 徒 に不 評 で , 取 り扱 い にく

い 素 材 で あ る とい う (尾 縣 , 2016 : 島本 ら, 2006 : 森 村 ら, 2010) 〇 この要 因 と して , 生

徒 の長 距 離 走 に対 す る苦 手 意 識 や 優 劣 の比 較 に対 す る嫌 悪 感 (三 本 木 ら, 2017) . 長 距 離

走 に伴 う身 体 的 苦 痛 や 精 神 的 苦 痛 (宮 崎 , 2010) , 運 動 と して の 単 調 さ (澤 崎 , 2016) な

どが挙 げ られ る。 学 校 体 育 にお い て は , 方 向 目標 と して , 常 に運 動 へ の志 向性 や 価 値 的態

度 の 育 成 が 目指 され る (高 橋 , 1994) 〇小 磯 ら (2018) は , 体 育 の 目標 と して 愛 好 的 態 度

の 育 成 が 目指 され て い る に も関 わ らず , 生 徒 の 「長 距 離 走 」 に対 す る態 度 に , 好 ま し くな

い状 況 が 見 られ る現 状 は 問題 で あ る と述 べ て い る。 ま た , 長 距 離 走 に対 す る態 度 は , 学 校

種 が 上 が る ほ どネ ガ テ ィブ に な る傾 向で あ る こ とが 明 らか に され て い る (小 磯 ら, 2017 :

小 磯 ら, 2018) 〇 この傾 向 につ い て , 齋 藤 (2021) は , 現 在 の ラ ンニ ン グの 人 気 を踏 ま え

る と, 発 達 段 階 は長 い 距 離 を走 る運 動 に対 す る愛 好 的 態 度 の決 定 要 因 と して影 響 を及 ぼ し

て い な い と考 え られ , 長 い 距 離 を走 る運 動 に対 して愛 好 的態 度 を形 成 で き な い のは , 学 校

体 育 が抱 えて い る問題 で あ る と述 べ て い る。

以 上 よ り, 高校 の体 育授 業 にお い て , 運 動 有 能 感 の 向上 お よび 長 距 離 走 に対 す る態 度 の

改 善 を企 図 した長 距 離 走 の授 業 が必 要 で あ る と考 え られ る。

⑶ 研 究 の 目的

本 研 究 で は, 高 校 の体 育授 業 にお い て , 運 動 有 能 感 を高 め る こ とを企 図 した長 距 離 走 の

教 材 「チ ー ムペ ー ス 走 」 を 開発 し, そ の有 効 性 につ い て 実 践 的 に検 討 す る こ とを 目的 と し

た。 具 体 的 に は , 運 動 有 能 感 の 向上 , 長 距 離 走 に対 す る態 度 の 改 善 お よび 学 習 内容 の習 得

へ の有 効 性 につ い て検 証 を行 った。
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2. 研 究 の方 法

⑴ 対 象

本 研 究 は, 島根 県 内 の公 立 高 等 学校 A の第 1 学 年 1 ク ラス の生徒 39 名 (男 子 18 名 , 女

子 21名 ) を対 象 と し, 2024 年 10 月 15 日～ 11月 8 日の期 間 に全 6 時 間 の授 業 を実施 した。

⑵ 授 業 形 態

授 業 は, 筆 者 (T1) と, 教 師歴 10 年 目の保 健 体 育 科 教諭 1名 (T2) に よ るチ ー ムテ ィー

チ ン グに よって 実施 した。 具 体 的 に は, 説 明や 指 示 , 授 業 の振 り返 り等 は全 て T1 が行 い ,

T2 は生 徒 の体調 や 人 数 , 安 全 の確 認 等 を行 った。

⑶ 教材 「チ ー ムペ ー ス 走 」

本 研 究 で は , 教 材 「チ ー ムペ ー ス 走 」 の理 論 的枠 組 み と して , 岩 田 (1987, 1988, 2004,

2005) の教 材 論 を基 盤 と した。 岩 田は , 運 動 の構 造 的特 性 , す な わ ち, そ の運 動 に 固有 の

技 術 の構 造 に着 目 した運 動 課 題 を学 習 内容 とす る こ との重 要 性 を述 べ て い る。 した が っ て ,

本 研 究 で は長 距 離 走 の構 造 的 特 性 に着 目 し, 「ペ ー ス コ ン トロー ル 」 を学 習 内容 と して設

定 した。 「ペ ー ス コ ン トロー ル 」 は , 自己 の 走 力 や 目標 に応 じた適 切 なペ ー ス を維 持 ・調

整 す る こ と と定 義 で き る。 この学 習 内容 は , 学 習 指 導 要領 の 内容 とも合 致 してお り (小 磯

ら, 2023 ; 文 部 科 学 省 , 2019) , 体 育 授 業 にお け る長 距 離 走 の 学 習 内容 と して 妥 当 で あ る

と判 断 した。

先 行 研 究 で は , 自己 のペ ー ス を把 握 し, 維 持 ・調 整 す る能 力 を養 うこ とが で き る教 材 と

して , 様 々 な形 式 のペ ー ス 走 が 実 践 され て い る (伊 藤 , 1990 ; 浦 野 , 1997 ; 江 原 , 2004 :

岡本 ら, 2012 ; 小 磯 ら, 2012 ; 島本 , 2006 J 新 冨 ら, 2010 ; 新 居 , 2008) 〇本 研 究 で は ,

運 動 有 能 感 の 向上 , 長 距 離 走 に対 す る態 度 の 改 善 お よび 学 習 内容 「ペ ー ス コ ン トロー ル」

の習 得 に有 効 な教 材 と して , チ ー ム に よ る追 尾 走 形 式 で行 うペ ー ス 走 で あ る 「チ ー ムペ ー

ス 走 」 を開発 した。 以 下 に方 法 お よび 実施 図 を示 す 。

表 1 チームペース走の方法

• 各チームが縦 に並び, 前の人 と3m程度 の間隔を保 ち, コースを走 る。

• 距離 は, 教師が毎時間指定す る (第3 • 4時1500m, 第5時2000m)

• 設定 された兄弟チームのメンバー1人 とペ アをつ くる。
• 兄チームが先 に走 り, 弟チームはラップタイム ・ RPEを記録す る。

• 1周 ごとに, 走行者がペアにRPEを伝 える (言葉か手で示す) 。
• ペ アは, ラップタイム • RPEを走行者 の ワー クシー トに記録 し, 走 り

終わった ら渡す。
• 上記 の活動 を, 役割 を交代 して実施す る。
• 各チーム1つス トップ ウォ ッチを使用す ることができる。

図1 チームペース走の実施図

「チ ー ムペ ー ス 走 」 は , 校 舎 に沿 った 1 周 500mの ア ス フ ァル ト路 の コー ス で 実施 した。

チ ー ム は, 第 1 時 に実施 した記 録 計 測 の結 果 を も とに, 記 録 の近 い 生徒 が 同チ ー ム に な る

よ うに教 師 が設 定 した。 合 計 10 チ ー ム , 各 チ ー ム の人 数 は 3～4 人 で あ り, 記 録 の他 に個

人 の特 性 や 人 間 関係 等 は考 慮 した が , 男 女 比 は考慮 して い な い た め男 子 の み , 女 子 の み ,
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男 女 混 合 の チ ー ム が存 在 す る。 ま た , 本 単 元 で は, 2 つ の チ ー ム が 互 い にサ ポ ー トし合 い

な が ら活 動 を行 う形 式 (以 下 , 兄 弟 チ ー ム ) を採 用 した。 以 下 に , 「チ ー ムペ ー ス 走 」 の

工夫 点 につ い て述 べ る。

1 ) 追 尾 走 形 式 の採 用

追 尾 走 は , 他 者 の後 ろ につ い て 走 る こ とで , 心理 的 な安 心感 を得 た り, モ チベ ー シ ョン

が 向 上 した り, 生 理 的負 担 を軽 減 す る効 果 が あ る こ とが 示 唆 され て い る (吉川 ら, 2020) 〇

高 井 (1996) は, ラ ンナ ー で き るだ け正 確 にペ ー ス を再 現 す るた め に用 い る認 知 的 な方略

の一 つ に 「他 者 追 従 因子 」 が あ る こ とを示 して お り, 追 尾 走 は , 生 徒 が 「ペ ー ス コ ン トロ

ー ル 」 とい う学 習 内容 を習 得 す る上 で 有 効 な手 段 とな る可 能 性 が あ る。 本 教 材 「チ ー ムペ

ー ス 走 」 にお い て は, チ ー ム で縦 に並 び , 前 の人 と 3m程 度 の 間 隔 を保 っ て走 る とい うル ー

ル を設 け る こ とで , 生徒 が追 尾 走 の効 果 を得 る こ とが で き る よ うに した。

2 ) 目標 設 定 お よび評 価 の場 面 の設 定

「チ ー ムペ ー ス 走 」 の 実 践 前 に, 目標 ゴー ル タイ ム, 目標 ペ ー ス , 走 順 , ス トップ ウォ

ッチ の保 持 者 等 を考 え る作 戦 会 議 を設 定 した。 目標 ペ ー ス は , チ ー ム 内 で 単 元 前 の計 測記

録 が最 も遅 か っ た 生 徒 の ラ ップ タイ ム よ りも速 く, 且 つ チ ー ム で 協 力 して頑 張 れ ば ク リア

で き る タイ ム を設 定 させ た。 実 践 後 に は, 設 定 した 目標 や 実 践 を評 価 す る活 動 を設 け た。

評 価 は , 設 定 した 目標 が ク リア で きれ ば 「〇 」, で き な けれ ば 「X 」 を記 入 し, 設 定 した

目標 と作 戦 お よび 実 践 につ い て , 良 か っ た 点 と改 善 点 を ワー ク シー トに記 入 させ た。 ここ

で の評 価 を も とに, 次 時 にお い て 目標 と作 戦 を改 善 す る こ と と した。

3 ) 自覚 的運 動 強 度 (RPE) の導 入

生 徒 が チ ー ム で の 実 践 を評 価 す る場 面 で 用 い る評 価 指 標 と して , 自覚 的 運 動 強 度 RPE

(r at e of  per cei ved exer t i on) を用 い た。 RPE とは, 運 動 時 の主観 的負 担 度 を数 字 で表 し

た もの で , Bor g Scal e (6～20 ま で の数 字 ) が代 表 的 で あ る。 記 録 の方 法 につ い て は, 走

者 が 1 周 500mの コー ス を周 回す るたび に, 記 録 を して い るペ ア の生 徒 に対 し示 した指 の本

数 で示 す こ とに した。 5 本 の指 す べ て を示 した場 合 は 「感 じな い 」, 0 本 の場 合 は 「非 常 に

強 い 」 と した。 これ は, 生 徒 が走行 中 に RPE をペ ア に伝 え る とい う困難 な状 況 や , 運 動 強

度 が低 い 時 は指 を 出 しや す く, 運 動 強 度 を強 くな る ほ ど指 を 出 しづ らい こ とが想 定 され る

こ とか ら, Bor g Scal e の よ うな数 の 多 い指 標 を用 い る こ とが適 さな い と判 断 した た め で あ

る。 RPE を用 い て 自己や 他 者 の運 動 強 度 につ い て把 握 させ る こ とで , 努 力 と成 果 の 関係 を

実感 させ , チ ー ム の タイ ム に は現 れ ない 個 人 の状 況 の 多 角 的 な理 解 を促 進 させ る と考 え ら

れ る。

以 上 の方 法 お よび 工 夫 に よ っ て , 生 徒 の協 働 的 な学 習 が必 然 的 に生 まれ , 結 果 的 に運 動

有 能感 の 向上 , 長 距 離 走 に対 す る態 度 の改 善 が促 進 され る こ とをね らい と した。
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⑷ 単 元 計 画
表 2 単元 計 両

表 2 に示 した通 り, 本 単

元 で は, 第 1 時 お よび 第 6

時 にお い て , 長 距 離 の記録

計 測 を設 定 した。 第 6 時 に

お け る記 録 の 向上 , 目標 の

達 成 を 目指 して , 学 習 内容

記 録 計 測 ①

男 子 : 3000m
女 子 : 2500m

• 3～4人 の チ ー ムで 実 施 す る。

« 各 チ ー ム ¦ つ ス トソプ ウ ォッチ を使 用 す る ことざ で

きる。
・ 各 チ ー ムが 縦 に 並 び 、前 の 人 と3m程 度 の 間 隔 を

保 ち 、コー ス を 走 る。

• 距 離 は、教 師 が 每 時 間 指 定 す る
( 第 3 0 時  I 500m、第 5時 2000m)

【作 戦 会 議 】

第 3時 の 目標

ペ ー ス 、作 戦

動 きの ポ イン ト

の 学 習

記 録 計 測 ②

男 子 : 3000m
女 子 : 2500m

振 り返 り( チ ー ムで の 取 り組 み の 評 価 、ワー クシ ー トの 記 入 等 )

第 ¦ 時 第 2時 ( 座 学 ) 第 3時 第 4 時 第 5時 第 6時

動 きの ポ イン トの 学 習 ( 速 歩 )10分

【作 戦 会 議 】

20分

目標 、作 戦 の

再 設 定

記 録 計 測 の 方 法 、

コー ス の 確 認

単 元 の 目標 、

内 容 の 確 認

記 録 計 測 ②

の 目標 設 定

30分

40分

50分

「ペ ー ス コ ン トロール 」 を習 得 して い く とい う計 画 で あ っ た。 単 元 第 2 時 は教 室 で 実施 し,

第 6 時 の記 録 計 測 の 目標 を設 定 , 個 人 の 目標 を達成 す るた めの 「ペ ー ス コン トローノレ」 の

習 得 に集 団 で 取 り組 む こ との有 益 性 につ い て確 認 した。 第 3 時 か ら第 5 時 に か けて , 教材

「チ ー ムペ ー ス 走 」 に取 り組 ん だ。

本 単 元 で は , 「ペ ー ス コ ン トロ ー ル 」 の 習 得 を 目指 し, 走 法 に 関 す る文 献 ( 川 本 ,

2010 ; 金 , 2009 ; 得 居 , 2017) を参 考 に, 以 下 の 「ペ ー ス コ ン トロー ル の た め の動 きの 3

ポ イ ン ト」 を設 定 し, 授 業 の導 入 場 面 で 学 習 す る こ とが で き る よ うに した。 まず , 腕 振 り

に よ っ て肩 甲骨 が動 く よ うに 「ポ イ ン ト① 腕 は腰 の横 で軽 く握 り太 鼓 を 叩 くよ うに振 る」

こ とを意 識 させ た 。 ま た , 「ポ イ ン ト② 足 裏 全 体 で ま っす ぐ接 地 す る」, 「ポ イ ン ト③ 重 心

を前 に移 動 させ る」 こ とを意 識 させ , 身 体 重 心 の真 下 に接 地 す る動 き が , 自然 に 出 て くる

よ うに な る こ とをね らった。 加 えて , 本 単 元 で は, 上 記 の 3 つ の動 き を学 習 す るた めの 下

位 教 材 と して 「速 歩 」 を導 入 した。 清 水 (2017) は , 疾 走 フ ォー ム の獲 得 にお い て , 走運

動 で は動 作 速 度 が速 くな る こ とか ら学 習 が難 しい と述 べ , 歩 行 運 動 に よ る学 習 を推 奨 して

い る。 た だ し, ゆ っ く り歩 くだ けで は, 上 記 の 3 つ の動 き が習 得 で き るわ けで は な い。 教

材 づ く りにお い て は , 「習 得 され るべ き学 習 内容 を典 型 的 に含 み もっ て い る こ と」 (岩 田,

2012) が重 要 とな る。 した が って , 本 単 元 で は, 上 記 の 3 つ の動 き が必 然 性 を帯 び る よ う

な教 材 と して 「速 歩 」 を導 入 した。 よ り速 く歩 くた め に は , 上 記 の動 き の ポ イ ン トを意識

す る こ とが重 要 とな る。 なお , 「速 歩 」 は , 兄弟 チ ー ム に よ る リ レー 形 式 (30m 区 間 の往 復 )

で , 第 3 時 か ら第 6 時 に実施 した。

⑸ 調 査 お よび 分 析 の方 法

本 研 究 で は, 教 材 「チ ー ムペ ー ス 走 」 の有 効 性 につ い て 以 下の 1) ̶4) の方 法 で検 証 を行

っ た。 な お , 検 証 に は, 単 元 前 後 にお け る運 動 有 能 感 お よび 体 育授 業 にお け る長 距 離 走の

態 度 に 関す る調 査 (Googl e フォー ム を使 用 ) の結 果 , 単 元 第 1 時 お よび最 終 第 6 時 に実施

した長 距 離 走 の記 録 計 測 (男 子 3000m, 女 子 2500m) の結 果 に欠 損 が な い対 象 の もの をデ ー

タ と して用 い た。
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1 ) 運 動 有 能 感 の測 定

岡沢 ら (1996) の 「運 動 有 能 感 測 定 尺 度」 (3 因子 各 4 項 目, 全 12 項 目) を用 い て , 運 動

有 能 感 とそ の構 成 因子 (身 体 的 有 能 さの認 知 , 統 制 感 , 受 容 感 ) を測 定 した (質 問項 目は

表 3 を参 照 ) 。 各 質 問項 目に対 し, 「よ くあて は ま る (5) 」, 「や や あて は ま る (4) 」, 「どち

ら と も言 え な い (3) 」, 「あ ま りあ て は ま らな い (2) 」, 「ま った くあて は ま らな い ( 1) 」 の

5 件 法 で 回答 を求 めた。 分 析 につ い て は , 因子 ご とに , 単 元 前 後 にお け る得 点 の変 容 を検

討 す るた め に, 対 応 の あ る t 検 定 を行 った。 ま た, 各 因子 の得 点 の変容 につ い て , 単 元 前

の運 動 有 能 感 合 計 得 点 が 中央 値 よ りも高 い グル ー プ (以 下 , 有 能 感 上位 群 ) と中央 値 榊

の グル ー プ (以 下 , 有 能感 下位 群 ) 間 の差 異 を分 析 す るた め に, 群 要 因 X 単 元 要 因 の 2 要

因 の分 散 分 析 を行 った。

2 ) 長 距 離 走 の態 度 「好感 」 に 関す る調 査

小 磯 ら (2018) が作 成 した 小 中高 生 の体 育授 業 にお け る持 久 走 と長 距 離 走 の態 度 に 関す

る調 査 票 を用 い た。 この調 査 票 は , 「意 欲 」, 「成 果 」, 「協働 」, 「好感 」, 「不 快 」 の 5 つ の 因

子 で構 成 され る。 ま た , 「好 感 」 が他 の 因子 (意 欲 , 成 果 , 協 働 ) に影 響 を与 え る可 能 性

が示 され て い る。 本 研 究 にお い て は , 1) の調 査 も同 時 に行 うこ とか ら, 生 徒 の負 担 を考慮

して 「好感 」 の 7 項 目のみ を調 査 す る こ と と した (質 問項 目は表 4 を参 照 ) 。 1) の調 査 と同

様 に 5 件 法 で 回答 を求 めた。 分析 につ い て は, 単 元 前 後 にお け る得 点 の変 容 を検 討 す るた

め に, 対 応 の あ る t 検 定 を行 っ た。 ま た , 単 元 前 の 「好感 」 得 点 が 中央 値 よ りも高 い グル

ー プ (以 下 , 好 感 上位 群 ) と中央 値 未 満 の グル ー プ (以 下 , 好 感 下位 群 ) 間 の差 異 を分 析

す るた め に, 群 要 因 X 単 元 要 因 の 2 要 因 の分 散 分 析 を行 っ た。

3 ) 長 距 離 走 の記 録 計 測

単 元 第 1 時 お よび最 終 第 6 時 に長 距 離 走 の記 録 を計 測 し, 男 女 で 走 距 離 に違 い が あ る

(男 子 3000m , 女 子 2500m ) こ とか ら, 1 周 あ た りの記 録 に換 算 して分 析 を行 った。 分 析

につ い て は, 単 元 前 後 にお け る 1 周 あ た りの計 測 記 録 の変 容 を検 討 す るた め に, 対 応 の あ

る t 検 定 を行 った。 ま た , 第 1 時計 測 にお け る記 録 が 中央 値 未 満 の グル ー プ (以 下 , 記 録

上位 群 ) と中央 値 よ りも遅 い グル ー プ (以 下 , 記 録 下位 群 ) 間 の差 異 につ い て分 析 す るた

め に, 群 要 因 X 単 元 要 因の 2 要 因 の分 散 分 析 を行 っ た。

4 ) 有 能 感 下位 群 の統 制 感 , 受 容 感 の変 容 に対 す る 「好 感 」 の変 容 お よび 計 測 記 録 の 変 容

の影 響

1) の分 析 にお い て変 容 が 見 られ た , 有 能 感 下位 群 の統 制 感 お よび 受 容 感 の そ れ ぞ れ の変

化 量 を従 属 変 数 , 長 距 離 走 に対 す る態 度 「好 感 」 得 点 の変 化 量 , 計 測 記 録 の変 化 量 を独立

変 数 と して , 重 回帰 分 析 を行 っ た。
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統 計 処 理 に は , j s-STAR XR+ release 2.1.3 j  (https://www.kisnet.or.j p/nappa/soft ware/star/) ,

お よび Microsoft  Excel 2016 を用 い た。 ま た分 析 にお け る有 意 水 準 は一律 5% と した。

表 3 「運動有能感 測定尺度」 表 4 長距離走の態度 に関す る調査票 ( 「好感 」)

1. 運動能力 がす ぐれ てい ると思 い ます。

2. たいていの運動 は上手 にできます。

3. 練 習 をすれ ば, 必ず技術や記録 は伸 び る と思い ます。

4. 努力 さえすれ ば, たいてい の運 動 は上手 にでき る と思 い ます。

5. 運動 を してい る時, 先 生が励 ま した り応援 した りして くれ ます。

6. 運動 を してい る時, 友達 が励 ま した り応援 した りして くれ ます。

7. 一緒 に運動 を しよ うと誘 って くれ る友達 がい ます。

8. 運動 の上手 な見本 として, よ く選 ばれ ます。

9. 一緒 に運動す る友達 がい ます。

10. 運動 につい て 自信 を もってい るほ うです。

11. 少 し難 しい運動 で も, 努力すれ ばでき る と思 い ます。

12. で きない運動で も, あき らめないで練習すれ ばで きる よ うにな る と思 います。

1. 私 は長距離走 が好 きです。

2. 長距離走 の授 業 は, できるこ とな ら休みた い とい う気

持 ちにな る。

3. 長距離走 の授 業 は, 心や体 の緊 張 をほ ぐ して くれ る。

4. 長距離走のあ とは, 心地 よい気持 ちにな る。

5. 長距離走 の授 業でい ろい ろな人 と一緒 に活動す る こと

が とて も楽 しい。

6. 長 距離走は苦 しい。

7. 長距離走の時, 同 じペー スで走 り続 けるのは難 しい。

注 : 2, 6, 7は逆転項 目

注 : 身 体 的 有 能 さ の 認 知 (1, 2, 8, 10) , 統 制 感 (3, 4, 11, 12) , 受 容 感 (5, 6, 7, 9)

(6) 倫 理 的配 慮

本 研 究 は , 研 究 計 画 お よび調 査 内容 につ い て , 実 習 校 の管 理 職 お よび保 健 体 育 科 の担 当

教 員 に対 す る説 明 を行 っ た 上 で 実 施 した。 ま た , 回答 の 内容 は , 授 業 の評 価 や 成 績 とは一

切 関係 しな い こ とを Googl e フォ ー ム の説 明欄 に明記 し, 対 象 者 に説 明 を行 っ た上 で , 回答

へ の 同意 を得 られ た場 合 に のみ調 査 を実施 した。

3. 結 果 お よび 考 察

⑴ 運 動 有 能感 と各 因子 の変容

1 ) ク ラス全 体 の運 動 有 能感 と各 因子 の変 容

運 動 有 能 感 の変 容 につ い て は, ク ラス全 体 で運 動 有 能感 (t (37) =3. 59, p< . 01) , 統 制感

(t (37) =2. 55, p< . 〇5) , 受 容 感 (t (37) =2. 99, p< . 01) が有 意 に 向上 して い る こ とが認 め

られ た。 一 方 で , 身 体 的 有 能 さの認 知 につ い て は , ク ラス全 体 お よび 群 別 にみ て も統 計的

に有 意 な変 容 は見 られ な か っ た (t (37) =1. 44, n. s. ) 。 「身 体 的 有 能 さの認 知 」 を高 め るに

は運 動 技 能 の上 達 に加 え, 他 者 との相 対 評 価 に よ る 自己認 識 が 大 きい と され て い る ( 岡澤

ら, 1999) 〇本 研 究 で は , 他 者 との 比 較 で は な く, チ ー ム で の 目標 設 定 ・実 践 • 評 価 を 中

心 と して , 個 人 や チ ー ム の進 歩 や 取 組 の 改 善 に着 目 した 学 習 活 動 を行 っ た た め , 身 体 的有

能 さの認 知 に直接 的 な影 響 を与 え な か った 可能 性 が あ る。

2 ) 有 能感 上位 群 • 下位 群 別 の運 動 有 能感 と各 因子 の変 容

両群 の 単 元 前 後 の運 動 有 能 感 と各 因子 の変 容 を分析 した結 果 , 運 動 有 能 感 (F (1, 36) =

5. 74, p < . 05, Tj p2 = 0. 1374) , 受 容 感 (F(1, 36) = 6. 41, p < . 05, rj p2 = 0. 1512)

にお い て , 交 互 作 用 が有 意 で あ る こ とが確 認 され た。 ま た , 統 制感 (F(1, 36) = 3. 89, p

< . 10, 77 p2 = 0. 0975) にお い て , 交 互 作 用 が有 意傾 向 で あ る こ とが確 認 され た。 単 純 主
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囲 田 £ »必 ^ + T る 妊 田 七 ・ ¦s &  L 表5 有能 感 上位 群 ・ ド位 群 別 の 単 元血 後 の 運 動 有能 感 と井因 子の 変 容
効 果 を検 詞 し/し結 果 , 有 目匕感 上 ̶ t 元前 _ 単 元 後

M SD M SD I WI

位 群 で は , 単 7C 引」後 で 統 計 的 に
酒 s お依 w 有能 感 上位 詳 45. 79 5. 80 46. 79 5. 42 1. 01

有 意 な 変 容 は 見 られ な か っ た
有能 感 ド位 群 32. 00 4. 29 36. 37 3. 56 19. 30**

身 体的 有能 さ 有能 感 上位 群 11. 53 4. 11 12. 00 3. 45

が , 有 能 感 下位 群 で は , 運 動 有
の 認 知 有 能感 卜・位 群 5. 16 2. 03 5. 47 2. 19

&2; 41111at> 有 能 感 上位 群 17. 00 1. 81 17. 26 1. 94 0. 23

能 感 , 統 制 感 , 受 容 感 の す べ て
有 能感 F位 群 12. 74 2. 94 14. 53 2. 93 10. 69* *

河 密 ・ 有能 感 上位 群 17. 26 1. 92 17. 53 2. 14 0. 22

に お い て , 単 元 後 に統 計 的 に 有
父・谷怒

有能 感 ド位 群 14. I I 2. 59 16. 37 2. 48 16. 42* *
n=!9. 平 均 値 (M) , 標 準 偏 龍 (SD) . * pく• 05, * *pく. 01

意 な 向上 が 見 られ た (表 5) 〇 した が っ て , 教 材 「チ ー ムペ ー ス走 」 を導 入 した本 単 元 が ,

特 に運 動 有 能 感 の低 い 生 徒 の運 動 有 能 感 , そ して そ の構 成 因子 で あ る統 制 感 と受 容 感 を高

め る こ とに有 効 に は た ら く可 能性 が 示 唆 され た。 本 単 元 で は , チ ー ム で協 力 す れ ば ク リア

で き る, 達成 可 能 な 目標 を設 定 させ た。全 3 回 の 「チ ー ムペ ー ス走 」 の結 果 を分 析 す る と,

目標 を ク リア で きた チ ー ム の数 が全 10 チ ー ム 中 5 チ ー ム (第 3 時 ) , 5 チ ー ム (第 4 時) ,

7 チ ー ム (第 5 時 ) へ と増 加 した こ とが確 認 で きた。 先 行 研 究 ( 岡澤 ら, 1999 ; 小 畑 ら,

2007) で は , 技 能 的 にや さ しい こ とや , 初 期 段 階 か ら成 功 体 験 を積 み 重 ね や す くす る こと

が , 運 動 有 能 感 の 向 上 に影 響 を及 ぼす こ とを示 唆 して お り, 本 単 元 の達 成 可 能 な 目標 設 定

は , 成 功 体 験 を促 し, 統 制 感 の 向上 に繋 が っ た と考 え られ る。 生 徒 の振 り返 りに は, 「RPE

を使 っ て , 自分 や チ ー ム メイ トの きっ さを理 解 し, 目標 を考 え直 した 」, 「自分 は きつ くな

か っ た けれ ど, 他 の メ ンバ ー が きつ い とい うこ とが分 か っ た ので , 目標 ペ ー スや 並 び 順 を

調 節 した 」 な どの記 述 が 見 られ た。 タイ ム だ けで は な い 多 角 的 な視 点 か ら, 目標 や 取 組 を

改 善 す る様 子 が うか が えた。 RPE の 導 入 に よっ て , 自己や チ ー ム の努 力 と結 果 との 関係 が

明確 に な り, 統 制 感 の 向上 につ な が っ た と考 え られ る。 ま た , チ ー ム 内 の相 互 理 解 が促 進

され , 多 くの生 徒 が受 容 感 を感 じなが ら学 習 に取 り組 む こ とが で きた と考 え られ る。

3 ) 有 能感 下位 群 の統 制感 , 受 容 感 の変 容 に対 す る要 因分 析

有 意 な 向上 が認 め られ た 有 能 感 下位 群 の統 制 感 , 受 容 感 の そ れ ぞれ の 変 化 量 を従 属 変 数,

長 距 離 走 に対 す る態 度 「好 感 」 お よび 計 測 記 録 の変 化 量 を独 立 変 数 と して , 重 回 帰 分 析 を

行 っ た。 分 析 の結 果 , 統 制 感 (F(2, 12) =1. 44, n. s. ) , 受 容 感 (F (2, 12) =0. 84, n. s. ) と

も に , モ デ ル 全 体 が 有 意 で あ る こ とは確 認 され 表& 有甲話よ? 富る 濫 対する

な か っ た。 ま た , 有 能 感 下位 群 の統 制 感 お よび ・ぎ ［準偏 回帰案数 I 値 P値_ L

統 制 威  ・値 ’ °' 10 L 65 0. 13

受 容 感 の変 容 に対 し, 「好 感 」 お よび 計 測 記 録 の ‘ヽ " 薄 〇挽 〇•9；3―

変 容 は影 響 して い ない こ とが示 され た (表 6) 〇 少 感 X値2 - 0. 30 0. 46 0. 66 ° "

⑵ 長 距 離 走 に対 す る態 度 「好 感 」 の変容

ク ラス全 体 の長 距 離 走 に対 す る態 度 「好 感 」 の得 点 につ い て は, 統 計 的 に有 意 な 向上 が

見 られ た (t (37) =5. 39, p< . 01) 。 次 に, 単 元 前 の長 距 離 走 に対 す る 「好 感 」 得 点 を上位 群 ,

下位 群 に分 け, 両 群 の 単 元 前 後 の 「好 感 」 得 点 の変 容 を分 析 した。 そ の結 果 , 交 互 作 用が

有 意 で あ る こ とが確 認 され た (F( l , 36) = 6. 14, p < . 05, i p ' = 0. 1457) 〇単純 主効 果
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を検 討 した結 果 , 両 群 にお い て , 単

元 後 に統 計 的 に有 意 な 向上 が 見 られ

た (表 7) 。 この結 果 は, 教 材 「チ ー

ムペ ー ス 走 」 を導 入 した本 単 元 が ,

単 元 前 の長 距 離 走 に対 す る態 度 「好

表7 好感 上位群 • 下位群別の単元前後の 「好感 」得点

n=19( 平均値 (M) , 標準偏差 (SD) , *pく• 05, * *pく• 01

「好感 ・
単元後

- F値
SD M SD

好感上位群 19. 74 3. 77 22. 00 4. 72 5. 37*

好感 下位群 10. 74 1. 89 16. 42 4. 71 33. 91**

感 」得 点 の高低 に 関 わ らず , そ の改 善 にお い て有 効 に は た ら く可能 性 を示 唆 して い る。

「チ ー ムペ ー ス 走 」 で は , 自分 た ち で 目標 ペ ー ス を設 定 し, 並 び 順 や ス トップ ウォ ッチ

の保 持 者 な どを選 択 で き る よ うに した。 体 育授 業 にお い て , 生 徒 の選 択 や 活 動 を 限 定 的に

提 示 す るの で は な く, 自己決 定 の機 会 を設 け る こ とは , 運 動 へ の好 意 的 な感 情 を育 む 上で

重 要 で あ る と され る (佐 藤 , 2023) 〇 した が って , 自己決 定 の機 会 を設 けた こ とが態 度 の改

善 につ な が っ た と考 え られ る。 ま た , 仲 間 と協 力 して 目標 を達 成 す る経 験 は , 生 徒 の連 帯

感 を高 め, 授 業 へ の肯 定 的 な感 情 を育 む 可 能 性 が示 され て い る (松 本 ら, 2022) 〇本 来 は個

人 ス ポ ー ツ で あ る長 距 離 走 を, チ ー ム ス ポ ー ツ化 した本 教 材 は , 生 徒 の長 距 離 走 に対 す る

態 度 の改 善 に寄 与 した と考 え られ る。

⑶ 長 距 離 走 の計 測 記 録 の変容

ク ラス全 体 の計 測 記 録 の変 容 につ い て は , ク ラス全 体 で 統 計 的 に有 意 な短 縮 が 見 られ た

(t (29) =4. 17, p< . 01) 〇 さ らに, 単 元 第 1 時 の長 距 離 走 の計 測 記 録 に基 づ き, 生徒 を記 録

上位 群 と記 録 下位 群 に分 け, 両群 の計 測 記 録 の変 容 を分 析 した。 そ の結 果 , 交 互 作 用 が有

意 で あ る こ とが確 認 され た (F (1, 28) = 10. 51, p < . 01, Ti p3 = 0. 2730) 〇単純 主 効 果 を

検 討 した結 果 , 記 録 上 位 群 で は , 第 表8 記録 卜位群 • 下位群別の計測記録 ( 1周あた り)

1 時 と第 6 時 で統 計 的 に有 意 な差 は 計測記録 一 u 第 % u 第 も時 叫 ー F値

見 られ な か っ た が , 記 録 下 位 群 で 記録 上位群 2. 26  0. 28 2. 16 0. 26 1. 22

は, 第 6 時 の記 録 が有 意 に短 縮 して 記録 下位群 3. 65_ 〇_52 迎 生竺 _ 32・35再

, マ ー I I ■ / 士 ハ - へ n=15. 平均値 (M) , 標準偏差 (SD) , *p く. 05, * * p<  01
い る こ とが認 め られ た (表 8) 。 この

結 果 か ら, 本 単 元 が記 録 下位 群 の生 徒 の記 録 の短 縮 に有 効 に は た ら く可 能 性 が示 唆 され た。

「チ ー ムペ ー ス 走 」 の結 果 か ら, 1 周 あ た りの 目標 ペ ー ス と実 際 の タ イ ム の 差 の 平 均 値

(分 ) が , 第 3 時 の- 0. 17 か ら第 4 時 の- 0. 02. 第 5 時 の- 0. 06 へ と縮 小 して い る こ とが確

認 で きた。 これ は , 生 徒 た ち が設 定 したペ ー ス に よ り近 づ い て 走 る こ とが で き る よ うにな

っ た こ とを示 して お り, 「ペ ー ス コ ン トロー ル 」 とい う学 習 内容 の習 得 お よび 技 術 の 向上

を示 唆 して い る。 長 距 離 走 の記 録 の短 縮 に は , 心 肺 持 久 力 が影 響 して い る こ と も考 え られ

るが , 今 回 の短 期 間 の授 業 実 践 で , 生 徒 の 心 肺 持 久 力 が 向上 した とは考 え に くい。 山地 ら

(1987) に よ る と, 心肺 持 久 力 の指標 で あ る最 大 酸 素 摂 取 量 (V〇2max) の 向上 に は, 週 2- 3

回 4〇- 50%V02max の強 度 で 20- 30 分 の運 動 を数 週 間続 け る必 要 が あ る と され る。 した が っ

て , 本 研 究 にお い て記 録 下位 群 の生 徒 の記 録 が有 意 に短 縮 した こ とは , 心 肺 持 久 力 の 向上

で は な く 「ペ ー ス コ ン トロー ル 」 とい う学 習 内容 の習 得 に よ る もの で あ る と考 え られ る。
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4. ま とめ

本 研 究 の 目的 は , 高校 の体 育授 業 にお い て , 運 動 有 能 感 を高 め る こ とを企 図 した長 距 離

走 の教 材 「チ ー ムペ ー ス 走 」 を 開発 し, そ の有 効 性 につ い て 実 践 的 に検 討 す る ことで あ っ

た。 本研 究 で 明 らか に な っ た こ とは次 の通 りで あ る。

(1) 「チ ー ムペ ー ス 走 」 は , 運 動 有 能 感 の低 い 生 徒 の統 制 感 お よび 受 容 感 を高 め る上 で

有 効 に は た ら く可能 性 が あ る。

(2) 自己決 定 の 重 視 , 協働 的 な 学 習 は , 長 距 離 走 に対 す る態 度 「好 感 」 の 向 上 に寄 与 す

る可 能 性 が あ る。

(3) 「チ ー ムペ ー ス 走 」 は , 長 距 離 走 の 計 測 記 録 の短 縮 に有 効 で あ り, 特 に記 録 下位 群

の生 徒 に対 して有 効 に は た ら く可 能 性 が あ る。

(4) チ ー ム で の達 成 可能 な 目標 設 定 ・実践 • 評 価 , RPE の活 用 , 追 尾 走形 式 に よ るペ ー ス

走 は, 「ペ ー ス コ ン トロール 」 の習 得 を促 進 す る可 能 性 が あ る。

以 上 の結 果 お よび 考 察 に よっ て得 られ た知 見 か ら, 本 研 究 にお い て 開発 した 教 材 「チー

ムペ ー ス 走 」 は , 高校 の体 育授 業 にお け る陸 上 競 技 「長 距 離 走 」 の領 域 にお い て , 運 動有

能 感 の 向上 , 長 距 離 走 に対 す る態 度 の 改 善 , 学 習 内容 「ペ ー ス コ ン トロー ル 」 の習 得 に対

して , 有 効 で あ る可能 性 が示 唆 され た。

そ の 一 方 で , 次 の よ うな課 題 を見 出す こ とが で きた 。 まず , 「チ ー ムペ ー ス 走 」 は , 有

能 感 上位 群 の生 徒 に対 して , さ らな る運 動 有 能 感 の 向上 に はつ な が りに くい こ とが示 唆 さ

れ た。 有 能 感 上位 群 の生 徒 に対 して は , 個 人 の能 力 を発 揮 で き る場 面 や 競 争 を通 じて 自己

の成 長 を実感 で き る よ うな活 動 を提 供 す る こ とが必 要 で あ る こ とが示 唆 され て い る (井上

ら, 2010) 〇今 後 は , 運 動 有 能 感 の 高 い 生 徒 に も有 効 な教 材 や 指 導 方 法 を 開発 し, 運 動 有

能 感 の さ らな る向上 を 図 る こ とが 求 め られ る。 ま た , 本 研 究 にお い て は , 単 元 前 に運 動有

能 感 が低 か っ た 生 徒 の統 制 感 お よび 受 容 感 の 向上 に対 して , 長 距 離 走 の計 測 記 録 の短 縮は

影 響 しな い こ とが示 され た。 そ れ ぞ れ の 向上 の 関係 性 につ い て は , 更 な る検 証 の必 要 性 が

指 摘 され て い る (深 見 ら, 2015 ! 森 ら, 2017) 〇 これ らの 関係 性 を 明 らか にす るた め に は ,

今 後 , よ り詳 細 な分析 や 長 期 的 な視 点 に立 った研 究 が必 要 で あ る と言 え る。

以 上 の課 題 に加 え, 「チ ー ムペ ー ス 走 」 の効 果 の妥 当性 や 汎 用 性 につ い て , よ り詳 細 な

検 証 を行 うた め に は , 異 な る学 年 や 学 校 種 で の 実 践 や 比 較 研 究 が 必 要 に な ろ う。 これ らの

研 究 を丁 寧 に重 ね る こ とに よ り, 高校 の体 育 にお け る長 距 離 走 の授 業 改 善 に貢 献 す る こと

が で き る と考 え られ る。
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